
 

                                             
令和元年度 

国道 330 号沿線「胡屋十字路～胡屋北交差点」 
沿道まちづくり推進支援業務 

２．これまでの経緯 

市では、これまで以下の取組みを行ってきた。 

年度 該当地区 取組み内容 

H21 胡屋〜コザ間 土地利用計画構想(案)の策定 

H22 胡屋〜コザ間 整備方針及びエリア別整備計画の策定 

H23 
コザ地区 壁画及び広場の実施設計 

胡屋地区 中央パークアベニュー沿線まちづくり(案)の検討 

H24 胡屋地区 
まちづくり基本方針（案）の検討 

胡屋北交差点周辺の交通形態の検討 

H25 胡屋地区 
まちづくり基本方針の策定 

国道 330 号沿線地区整備の方向性を検討 

H26 胡屋地区 地権者意向の把握・情報提供 

H27 胡屋地区 
沿道まちづくりのコンセプト及び段階的な実現シナリオの設定 

都市計画変更に向けた関係機関協議 

H28 胡屋地区 
沿道まちづくりのビジョン及び枠組み検討 

主要事業の手法、沿道まちづくりの組織の検討 

H29 胡屋地区 
沿道まちづくりビジョン（案）の実現に向け、想定される課題への対応方策 

沿道地域の将来像、⺠間の取組みを誘導する⽀援方策及びルールの検討 

H30 胡屋地区 
沿道まちづくり（中期）基本計画、⺠間の取組みを誘導する⽀援方策及びルールの検討  

まちづくり会社の設立に向けた検討 

R01 胡屋地区 
沿道まちづくりに係る拠点施設の検討、屋台村事業に向けた市場調査と建築物の仕様検討 

まちづくり会社発起人会支援 

１．業務の目的 

 

本市は、平成 21 年度より国道 330 号胡屋⼗字路〜コザ⼗字路区間沿線 

において、国道の拡幅に伴う沿道まちづくりについて検討をはじめ、 

「胡屋⼗字路〜胡屋北交差点」地区（以下「本地区」という）においては、 

平成 25 年度より検討を進めてきた。 

本地区については、沿道まちづくりの将来像や基本方針、共有したい 

意識・行動を含めた基本姿勢や官⺠それぞれが担うべき役割を⽰す 

推進体制、さらに段階的な沿道の実現イメージをまとめた沿道まちづくり 

ビジョン（案）（以下、「ビジョン」という）、拡幅残地ごとに活用手法 

を⽰した将来構想案【中期】を作成している。 

平成 30 年度には、「まちづくりの先導役」として期待される組織の設立に向け、まちづくり会社の設立希望

者を募集し、15 名の方が集まり、まち会社設立準備会（以下、「準備会」という）を開催した。準備会では最終

的に 5 名の方でチームをつくり開業計画書を作成した。 

また、まちづくりのルールについては、地区計画（案）を権利者を含む地域の関係者にアンケートや説明会を

通して意向を確認した。 

以上をふまえ、準備会で最終的に残った 5 名で構成するまち会社発起人会議（以下、「発起人会」という）を

開催し、法人登記や運営に係る⽀援を行う。また、拠点施設について、地域の代表者で構成するワーキンググル

ープ（以下、「ＷＧ」という）にて意見を伺うことで、地区の拠点施設としてふさわしい機能や用途について検

討することを目的とする。 



 

   
【対象地域】 

【対面アンケート実施風景】 

３．国道 330 号沿線「胡屋十字路～胡屋北交差点」沿道まちづくり推進支援業務 

令和元年度の取組み 

●発起人会議等の運営⽀援 
●講師招聘 
●まちづくり会社の自主事業の検討⽀援 

【設立趣意書より抜粋】 

●来街者対面アンケートの実施 
●WEB アンケートの実施 
●店主対面アンケートの実施 



 

  
●地域関係団体へのヒアリングの実施 
●胡屋地区まちづくり検討 WG における意見交換 

●構造・仕様等の検討 
①鉄筋コンクリート造 
②補強コンクリートブロック造 
③鉄筋造 ④木造 

●概算工事費や耐用年数、維持管理などの 
比較検討 

【パース図】 【架構イメージ図】 

【整備案のイメージパース図】 

 



 
 

 ４．まちづくり会社発起人会支援 

 



 
 

   ５．まちづくり会社事業推進に向けたマーケティング調査 

 

（１）目的 

まちづくり会社が行う拡幅残地活用事業などに向け 

事業検討の基礎資料とすることを目的として 

本調査を実施した。 

（２）対象地域 

図１の枠内の地区を中心として、調査を実施した。 

（３）調査種別 

目的に沿って、以下のアンケート調査を実施した。 

①来街者対面アンケート 

②ＷＥＢアンケート 

③店主対面アンケート 

【全体のまとめ図】 

【図１】 



 
 

  ６．拠点施設の検討 

 

（１）業務概要 

地区の拠点施設について、地域関係団体へ機能デザイン、配置、動線、管理運営等を踏まえヒアリングを実施

し、拠点施設の案を作成した。作成した資料をもとに、地域代表者や学識経験者等で組織される「胡屋⼗字路周

辺地区ワーキング」（以下、WG）にて、拠点施設についての意見を伺った。 

（２）ヒアリング項目及びヒアリング対象団体 

項 目 内 容 

ヒアリング項目 ・施 設 の 種 類：拠点施設を整備する場合、どのような施設を求めるか。 

・施 設 の 用 途：どのような用途や役割を求めるか。 

・利 用 の 意 向：利用意向の有無。利用する際の目的・方法・頻度。 

・機能と動線計画：拠点施設にどのような機能があるとよいか。 

・デ ザ イ ン：デザインコンセプトはどのようなものがよいか。 

・自 由 意 見：その他の意見 

ヒアリング対象団体 1. センター自治会 

2. まちづくり会社発起人会 

3. 沖縄市センター商店街振興組合 

4. 特定非営利活動法人 美らまちづくりネットワーク 

5. 沖縄市一番街商店街振興組合／コザ商店街連合会 

6. コザ・てるりん祭実行委員会 

7. 沖縄市コザパルミラ通り会 

8. まちづくり NPO コザまち社中 

9. 胡屋大通り会 

10. 株式会社 ファンファーレ・ジャパン 

11. 一般社団法人 沖縄市観光物産振興協会 

（３）WG での主な意見 

・拠点施設（広場）と建物との敷地境界に緑化を施すと良い。 

・広場の整備について、階段、トイレ有が商店街としては望ましい 

・緑化は必要であり、プランターの管理を商店街で協力したい。 

・シンプルなデザインでは特徴がないため、シンボルがあると良い。 

・こどもが遊んだ際の安全性も考慮した舗装も検討。 

・床材に関して、ゴム素材は維持管理負担が大きいので、タイル舗装を検討する。 

・舗装でタイル等を活用し、絵などがあると良い。 

【整備案のイメージパース図】 
「階段 トイレ有」 
519.70 ㎡（157 坪） 



 
 

 
                                        
７．簡易建築物の仕様検討 

 

（１）業務概要 

簡易建築物を防火地域（商業地域）で建設する場合に最適な構造及び仕様について検討し、比較表（4 案）

として整理を行った。尚、検討にあたっては、建設コストや維持管理、その他総合的に比較した。 

（２）簡易建築物の仕様検討 

①簡易建築物の仕様 

1)建築面積：10.92 ㎡（厨房：3.78 ㎡、屋台収納庫：1.54 ㎡、可動式屋台カウンター：5.6 ㎡） 

2)付属設備：屋台収納庫や、屋根に屋外広告物（幅 3.8ｍ×高さ 1.65ｍ）を設置検討も含む。 

②構造・仕様等の検討 

1)構造・仕様の検討：㋐鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）・㋑補強コンクリートブロック造（ＣＢ造）・

㋒鉄骨造（Ｓ造）・㋓木造の 4 案について、耐火仕様をはじめ、建築可能な構

造・仕様、概算工事費等を比較検討した。 

2)デザインの検討  ：平面レイアウト等の検討を実施した。 

（３）構造種別比較検討表            



 
 

 ８．沿道まちづくりビジョン（案） ※平成 28 年度の取組み 

 

【問い合わせ先】 

沖縄市 建設部 都市整備室 都市交通担当 TEL:098-939-1212（内線 2520） 


